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陸水各種食品及び土壌の放射能測定調査報告

（昭和39年4月----40年 3月）

・理化学検査科 斎 藤
ヽ

キヽ

” 芳 賀 義 昭

” 阿 部 輝 雄

// 高 山 和一 子

環境衛生科 船 木 忠

” 児 玉 栄 郎

I はじめに

科学技術庁より前年度に引続き委託された放射能測定

調査の昭和39年度分を，とりまとめたものである。

1 調査計画

A 秋田県衛生科学研究所において測定したもの

資料の種別，採坂湯，および年間回数を示すと次のよ

うである。

，（種別） （採取場所） （年間数）

上水（原水） 秋田市手形上丁大木屋浄水場 6 

魚貝類（：レイ言言

ハクハク｛領鹿市船川港
R由利郡金浦町

野 菜｛①秋田市川尻
（大根） ◎南秋田郡天王町

米 ｛碑田市仁井田
晨畜産物！（玄米） R本荘市

果 実｛①平疇平晒
（リンゴ） R鹿角郡花輪町

牛 乳秋田市仁井田

土 攘｛裸 地秋田市金照寺山
'一、草地クク

▲•い・ 秋田市古川堀反衛研構内

B 分析研及び理研宛送付したもの

（種別） 頃取湯所） （年間数）

上水（原水） 秋田市手形上丁大木屋浄水場 6 

晨畜産物｛衷牛 根菜） ｛R①秋南秋田市田川郡尻天玉町
2 

2 

乳秋田市仁井田 6 

± 攘に
地秋田市金照寺山 6 

地ク ク 6 

雨水，ちり 秋田市古川堀反衛研構内 12 

日常食品｛農都
市 ①秋田市 2 

村②河辺郡雄和村 2 

2

2

 2
 2

2

 2
 
2

2

 2
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1 試料の調製及び測定方法

郎の調製及び測定方法は，科学技術庁編「放射能測

定法」 (1963年）により行い，食品中のKは，フレームフ

オトメークー（日立）により定量し， ,oKによる放射能

の補正を行った。又送付試科の調製並びに送付について

は，次のとおりである。

上 水採取した上水100体に，送付されたキャリヤ

-lOOm.8を加え，イオン交換樹脂に吸着さ

2

2

 

6 

降雨毎

せて送付。

野 菜大根Sk',Jを500°C以下で灰化し灰化物を送

付。

牛 乳牛乳3.60を500°C以下で灰化し灰化物を送

付。

± 攘①約lm間隔における 2地点から， 30c”X
30cmXSc霞（縦x横x深さ）の土譲を採取
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し，これを混合し風乾したものを一試料

として送付（分析研宛）

①3OC1IIX3OC1IIX5C1IIの土攘を採取し一試料

として送付（理研宛）

雨水．ちり 一定の採水装置で採取した 1ヵ月間の雨

水．ちりに送付されたキャリヤーを100m¢

加え，イオ｀ノ交換樹脂に吸着させて送付。

日常食品都市成人，晨村成人，晨村子供に分け，各

10人1日分(1日 3食）即ち30:tlt分を一試

料として送付。

測定装置

計数装置日立製 RDG-4A

計数管理研製 B2N-613311

マイカ窓の厚さ 1.4叩 /c1112

窓からの距離約1OIll震

比 較試料 KCP,及び U,o8

試料皿の形状及び材質

理研製ステソレススチール製，内

径:25111露，高さ6111露，厚さ0.3fl籠

IV 測定成績

A 上水（第1表，第1図）

4月から隔月 6回採水した原水について測定したもの

で， 4月採水した原水は 16.0呼 c/P,で最大値を示し，次

第に減少の傾向を辿り昭和40年2月採水した原水は 3.0

呼 c/p,の最小値を示し，昭和39年度における測定成績に

おいてほ注目すぺき放射能値は認められない。

第1表上水の放射能測定成績

上水（試料： 10)

［ 1:田市：J:.：I II7,C1日:月:I：←：：然計し］p ì :;Ì備： 
大木屋翫k湯 i原7k| 9. 81,. 40. AM|39. 5. l| (59. 5箪g)|19. 7士o.6,6.1士}.0| 16. 0| 59. 5k. T 13. 0°C 

2 | ク | ク | 17.ol乱ぢ。戸えKir¥39.7. 31 1i蒻];げ|19.6士o.6¥s.9士1.0| 14. 5| 85. 4ik.HT 19~虐c
3 l // 1 // I 21 、 5悼息25~•え祉39. a. 2411も舟悶芯I17.9士,.sls.1土 1.o| 13.5| 77.4|:ET 25万虚c|
4 I // 1 // J 13. oJ寄誌?・Ai,39.10. 10J lむ奇はおj17. 9土o.612-5士1.o| 5. 7| 57. 9|r~T 12~洪c
5 | ク | ク | 5. ol i9蒻？．p趾39.12.-101悶溢万;;,3117.3士o.613-6士1.0| 8. 7| 109.4l閲怜 f魯c,
6 | ク | ク | 2. 3闘図。？汰叫40.2.131吼閾磨｝ぢI21. 9士0.6|o. 9士1.o| 3．寸 63. 5関戸T 色兵c

第 1図上水の放射能値
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B 魚貝類（第2表，第2図参照）

魚貝類は鯛，カレイ，ハクハク，の 3種につき県内2

．力所で採集したものを，それぞれ2回宛購入し測定した

もので，鯛は7月から 9月にかけて採取したものの測定

成綬であり，カレイは9月から11月にかけ，ハク＾クは

12月に採取したものの測定成績である。これらの放射能

値は鯛が0.33-1.15呼 Cぼでバラつきが多く，・カレイは

0.37-0.76呼 c/9, ハク＾クはO.40-0. 66μμc/ 9で比較

的まとまった値を示しているが， 37年度より38年度， 38

年度より39年度と魚貝類の放射能値は次第に上昇してい

る傾向があるように感じられる。

39年14月 6月 8月 10月 12月1妍 12月

幻
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第2表 魚貝類の放射能測定成績

魚貝類

； g ： 昼（灰鰐分） 
カリ

嘉試可悶当料り

放射能強度採集 採集 > 種類及び 測定 ウム 比較試料 自然

個所 年月日 盈部分 年月日 （茫）計数率 計数率 叫μμc9誓μμic 
”’ ％ ％ ％ cpm cpm cpm 

1 I塁謡罰39.7. 21\30-40~智網1（皮口肉）139. a. 191 76. 20¥ 1. 29¥ 25. soj47.6士1.6|l7.4土o.s¥34.4土1.4| 89. 0| 1. 15 
21男鹿市139.a. 41 50| ク| ク I 

ク I 75. 50J 1. 62J 25. 401 ク ク 125.9士1.31 24. 91 O. 4C 

3 |ク |39.8.27| 50| ，，，， 1 ク 139. 9. 121 n 051 1. 431 28-1sl51.5土1.6|17.0土0.5131.2士1.4| 22. 8| o. 33 

4 I ~ 39. 9. 2011so2ool底曳網贔，渇39.10. 2 so. sol 1. 14 21. 2sl49.1士1.6J19.0土0.629.3士ul 32. oJ o. 37 
5 l醤罰39.9. 23! 100! ~ I(皮日肉）139.10. 101 78. 401 1. s4[ 25. 33[48.7士1.6117.9土0.6129.4士1.4149. o¥ o. 75 
6 1 ~ 139. 10. 121 401 ，，，， 〖り皮，灯ふ139.10. 231 75. 761 1. 611 24 00148.6土1.6120.4士0.6125.9土1.4130. al o. sa 
7餌鹿市39.10. 221 3001 -'/ 1 ク 139. 11. 21 01. 841 1. 001 20. 1sl48.8士1.620.5土0.6j33.6士1.5| 57. 3| o. 62 

8 I塁塁昴39,11.71 85| ク| ク 139. ll. 71 79. 601 1. 40 24. 9050.3士1.620.6士0.630.6土1.4 54. oj O. 7E 
9 1 // 139. 12. 11 8| ク |6史:.,百勺39.12. 17| 83. 20| 1. 04| 27. 00|49.5土1.6117.8土0.7|31.1土1.4| 44. 2| o. 4( 

10 I男鹿市|39.12. 7| 7.51定置網1 ク I 
ク I a2. aol 1. 1sl 21. ooi ク | 

ク 32.7士1.21 57. 31 o. 66 

11 i醤毘39.12.21j 901底曳網1 ク I40. 1. 11| 84. 00| 1. 06| 25. 15|47.4::I:1.7|23.4::I:0.6|29.4::I:1.51 57. 2j o. 61 

12 i男鹿市|39-12.231 6建網 ク
I 
ク 84. 80| 1. 03| 24. 80| ク

I 
ク 127.0士1.4| 39. 3| o. 4C 

μμc/9 

゜

第2図 魚貝類の放射能値
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C 農畜産物（第3表，第3図参照）

a 牛乳（原乳）

5月から隔月毎に同ー場所から採取した原乳について

測定した成績で， 5月採取したものは0.57坪 C/flで最大

・値を示し， 9月採取したものは0.21呼 C/9で最小値を示

平均 46.5 o. 58 

し，平均0.37μμc|gで昨年度の0.34呼 Cぼと比し大した

差異は認められない。や

b 野菜（大根）

県内2ヵ所から7月と11月に採取し，水道水で洗漁し

たものについて測定を行ったもので， 7月採取したもの

は0.47μ匹ぼと0.34μμcぼで平均o.41呼 C/g,11月に採

取したものは何れも0.45呼C/gを示しており，両者間の

差は僅少である。

c 果実（リンゴ）

県南と県北から採取したもので，水道水で洗漁した後

に中の芯を除き皮ごと処理し測定した成績である。 10月

第3図農畜産物の放射能
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採取したものはQ.34μ.μ.Cぼと0..40呼 c/9, 11月採取した

ものは0.27呼 Cぼと0.20坪 cf!Jで，早く採取した方が幾

分高い値を示した事は一寸不思攀な感を抱くが，両者間

の平均差は0.18呼 Cぼの小さな値であり問題視する程の

事もないように考えられる。

d 米（玄米）

県内2ヵ所から採取した早生米と晩生米の測定成綬で

ある。早生米は0.18呼 Cぼと0.38呼 Cぼで晩生米は0.33

呼 Cぼと0.51呼 Cぼで総平均値0.35呼 Cぼになり昨年度

より0,79呼 C/gも低い放射能値を示している。

第3表 農畜産物の放射能測定成績

i 採取 測定 生体・ 生体 生体当 K 拿q1m 放射能強度（除K)種類 部位 牒取湯所 自然計数率

呼爵μμc1平g当“，“: 年月日 年月日 重量 水匁 り呼灰分％中号 g cpm 

1 I牛乳属叫唇盟問I39.5. 12|39. 5. 25| 103. 00| 85.80 o. 681 22. 83 19.1土o.6146.1士1.2| 41. 71 0.5'j 
2 ~ I ~ I ク 39. 7. 9 39, 7, 31 ・102. 50 86, 09 o. 6'71 21. 58 18.S士0.6| 41. 6士1.2 25. ii 0.34 
s I -'/ I -'/ I ク I39.. 9.9 39. 9. ml 103. ooi 88. 2si o. 661 21. soj 18. 2士o.si 41.1士1..2| 16. al 0.21 
12 i 9 I 9 I ク 139._11. 19139. 12. 21 103. soi a1. 31 o. 77 22. 1sJ 11. 7士0.6| 27. 2土1.6| 24.al 0.3E 
131 -'/ I -'/ I ク 140. 1. 13 40. 1. 22 103. 00| 87. 08 o. 14! 24. ooi 20. 2士o.6129. 2土 1.2 27. 8| Q.41 
18 I ~ I ~ I ク 140. 3, 4 40. 3. nl 103. soi 86. n o. 63 17. 93118. 6土o.6123. 5士1.2| 23. 7| 0,30 

平 均 26.5 0.3'j 

31大根寛甘雷響罰39.1. 9139. 1. 311 250. ool 95, aoJ o. 69! 39. 201 1a. 5士o.al 58. 9士1.4| 34.61 0.4'i 
4 |ク|ク 靡田市尻39.7.12 ク 250. oo 95,68 Q.69 36.80 ク ! s4. 7土 1.31 24, 61 0.3~ 

8 |ク I癸農1間讐唇139.11. 4139. 11. 181 300. 00 93. 971 o. 511 38. 33 18. 3士o.6147. 4士1.6. 43. 71 0.45 
11 ク ヅきリ開田鷹139.n. 19139. 12. 21 300. ool 93. sol o. 541 35. 44111. 1土0.6| 44. 2土1.8| 42. l 0.45 

平 均 26.3 0.43 

61リンゴItヤii菜量罰39.10. 14139. 10. 291250. ooj a6. ooj o. 34j 32. ooj 19. a土0•6| 40• 9土 1•5| 51• 8| 0,3e 

7 ク 紅玉開g尋139.10.15 ク 250.00 83.84 0.39 32.33 ク | 41. 2士1.51 51. 8 0.4( 

9 I // I国光菜畳尋j39.11.7 39.11.25 300.00 84. 77 0.47 31. 33 17.6士Q.640.S士：1．8 28.81 o. 2'i 

叫// I紅玉需且罰39.11.10 ク 300.00 84, 831 o. 421 29. 53 ク 37.3士1.7| 23.6 0.2c 

平 均 39.Q 0.31 

14 秋仁井田市田39. 9. 2Cll 40. 2.10 100.00 15-80 1. 19 18.00 18,7士0.619.3士1.3 7.6 0. 18 

15 ク 39. 10. 5 ク 100.00 15.70 1. 1 9 19.20 ク 22.6士1.3 14.Q o. 33 
l 

16 本荘市39. 9.15 40. 2.11 100.00 15,80 1.02 15. 55 21. 8土0.618. 8士1.3 18.8 O. 3E 
l 

17 ク 39. 9.26 ク 100.00 11.10 1. 19 17. 05 ク 20.8士1.3 21. 3 0.51 

平 均 1 5. 4 o. 3~ 

． 
D 土壌（第4表，第4図参照） 当の開きはあるが，その平均値は 38.93呼 C/g，裸地は

s. 16呼 cf9-ll. 42呼 C/gでその平均値は8.22呼 Clgで

ある。又ll月に採取した土攘心草地が 15.60呼 C/g-

18. 37μ.μc/ 9で，その平均値は17.25呼 cf9,裸地は5.90

呼 cf9-ll. 61呼 C/gで，その平均値は9.54呼 Cで，何れ

同ー場所（金照寺山）で草地と裸地を選定し，ー地点

において3OC111.X3OC111.X5C111.（縦x横X深さ）の土譲を7月

と11月に採取し測定した成績である。 7月採取した土攘

は草地が9.03呼 c/9-89. 62μ.p.c/ 9で採取地点により相



- 57 -

も草地の方が裸地より高い放射能値を示している事は昨 年度と同様である。

第4表 土壌の放射能測定成績

i 採取
採取個所 測定 比較試料 自然沈澱灰化物沈喜灰化澱物

g悶当り

放射能強度

採取方法
g乾試当燥料り m／e/ 畑9地名 I~ 深さ 計数率 計数率 500mg当り

号・ 年月日 年月日
cpm cpm cpm cpm μμc 

1 139. 7. 20麿晶翫叫o-s叫3OCIllX3OCIll|39.8. 15 46.6士1.6 18.4士o.6129. 2士1-31 1.43 4.18 18-15 
2 ク ク 裸地 ク ク ク ク ク 13. 5士1.1 1. 95 

3 ク ク’ 草地
，，，， ク ク ク ク 162. 5士2.6 1. 27 

4 ク ケ ク ，，，， ク ク ，，，， ク 14,2土1.2 1. 47 
l 

5 ク ク 裸地 ク ク ク ク ク 6.6士1.1 1. 81 

6 ク ク ク ク ク ク ，，，， ク 12.3士1.2 1. 51 

7 39. 11. 10 ク ク ク ク 39.12. 2 50.5土1.9 17.7士0.612.2士1.4 1. 21 

8 ク ク ク ク ク ク ク ク 23.6土1.5 1. 18 

91 
ク ク 如 // I ク ク ク I ク 30,5士1.11 1. 451 4. 43 11. nl 

101 ク I ク 11'I 1- I ク I ク | ク I ク i 29.9士1.71 1. s31 4. ssl 1s. 371 
n | ク I ク I蜘 ~ I ク I ク ク I ，，，， j 20. 0士1.5 1.45 2.90 11. 61 

12 i ク I ，，，， Q I // I ク I ク ク I ク | 28. 5士1.61 1. 371 3: 8911s. 601 

第4図 土壌の放射能値
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E 雨水（第5表，第5図参照）

雨水は午前9時から翌日の午前9時迄の定時採水によ

るもので， 8月から実施した成績である。 8月から10月

17日の降雨までは注目すべき変化はないが， 10月20日の

雨水からば 29.7坪 c/ml,, 362. 3mc伯サと云う異常な高

い放射能が検出された。これは10月16日に中共で行われ

たと報じられている核爆発実験の影響であると看倣れる

もので，秋田県には実験後4日目に現われたものであり，

今年度最高の全B放射能値である。翌21日の雨からは

4.1μ.μ.c/ml,, 22日には6.9μ.μ.c/ m，ヽ 23日にはs.6μ.μ.c/ m.B 

24日には 1.0μ.μ.c/ ml,, そして約1週間後の28日には

O. 3μ.μ.c/ ml,と平常状態近くまで減少している。併し10

月25日と 1月15日にはソ連で地下爆発実験が行われたと

報じられており，それ等の影響によるものなのか明白で

はないが1月20日の雪からは 6.1呼 c/ml,,21日には1.5 

呼 c/ml,, 22日には 1.3呼 c/ml,と平常より稽々高い放射

能が検出されている。

，
羞
量
量
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第5表雨水の放射能測定成績

戸巴：：：：I;［長I=呻こ二塁晏備考
1 9』息!·~:器：喝ど. ~:誌：悶78.01 7. ol 1叶49塁乱．4118.1士o.+9士101 301 2~1 。.11 7.81 

2 |クにサ：腐：器I二今符：塁I20.0| 4. oI 叶51芦．6|l7.8士0.5|ll士 9| 12| 6| o. 0| o. 0| 

10 1クに闘：腐：881塩：認器I17.4| 4. 51 叶50悶．4118.2士0.6|4土 9| 」~〇.0| o. ol 
11 I ~に羞：腐：8臨娑溢誌112.8|25. ol 平°認．4117.8土0.5|32士 9| 36| 27| o. 1| 1.3| 
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牛乳は毎年その採取場所を異にして居り，正確には比

較出来ないが，年間6回測定の平均値は上水同様に余り

大差がなく， 37年には29.6呼 c/500寛gash,38年には23.8

μ.μe,/ 500町ash,39年には26.5叫.c/500町ashであるo但し

上水¢当りの放射能値と比較した場合，牛乳中の全g放

射能値は100g当り約40坪 C位となり．上水より高い放射

能を有している事を一応考慮しておく必要もあると思わ

れる。
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第5図 雨 水 の 放 射 能

，，μCI.J 

30.0 

一` 七4.-:』`-.

20.0 

兒
ソ
連
地
下
実
験

没
中
共
原
爆
実
験

拉
ソ
連
地
下
実
験

10.0 

7.0 

s.o 

3.0 

1.0 

39年 8月 9月 10月 40年 3月

果実は県内の南部産と北部産について測定した年間平

疇で， 37年度には 89.7μ匹／500mgash,39年度は 63.1
， 

坪 c/SOOmgash,39年度は3g・Qμμ.c/SOOmgashと年度毎に低

下した放射能値を示している。

米は37年度は28.Sμμc/SOOmgash,38年度は43.Sμμc/ 500mg 

ashで幾分高くなっているが， 39年度は低下し 15.4μμc/

SOOmgashを示している。

野菜については， 37年度に 168.Qμμc/SOOmgashと云う

高い放射能を示しているが，取り扱った野菜が葉菜類で

あった関係もあると考えられる。 38年度， 39年度は根菜

類の大根について測定したもので， 前年度は 44.6μμc/

SOOmgash, 39年度は36.3μμc/500箪gashと減少している。

魚貝類は37年度にカレイ，鯛，ハクハクを取扱い， 38

年度はカレイ，鯉， 39年度はカレイ，鯛，ハクハクを測

定したものである。これ等の年間平均放射能値は， 37年

度 16.2呼 c/9 ash, 38年度32.2μμc/ 9 ash, 39年度 46.5
呼 c/9ashと年度毎に上昇している。晨畜産物が減少し

ている或いは殆ど変化していない傾向に反し魚貝類だけ

が上昇の伎対方向を辿っている事は注目すぺき現象で，

海水汚染度の増大と云う事が一応考えられるのではない

だろうか。

土嬢は37年度に穀依群料g当り126.6坪 Cと云う非常に

高い放射能値を示しているが，当時の採取方法は表面一

3 cmの比較的表面に近い部分を採取し測定しており更に

冬季の積雪下における土攘の測定も含まれている事が幾

分原因しているのではないかと思われる。38年度， 39年

度は採取方法が大体同じで， 38年度は 36.5坪 c,39年度

は18.5μμCで今年度は全紅放射能値が少くなっている。

VI 
おわりに

前述で37年度， 38年度 39年度の 3年間における年次

的比較を行ったが，土譲をはじめ一般的に農畜産物の全

B放射能値が低下している事は喜ばしい現象であるが，

一方魚貝類のみが次第に高い放射能値を示した事は，海

水の汚染と関連し今後注目すべき事がらではないかと考

えられる。
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第6図上水，牛乳，果衷米，野菜，魚介類，

土壌の放射能の 3ヵ年間における比較
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